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1 公開試験 概要

[目的] 
臨時災害放送局において、放送大学ＦＭ跡地の周波数を複数の隣接する自治体

が同時に使用し運用する場合の効率な開設・運用手法について、実フィールドに
て公開試験を行い、技術検討の状況を検証する。

[実施時期] 
令和5年2月28日(火） 午前10時～12時

［場所］
足立区 生涯学習センター（東京都足立区千住5-13-5）

[実施内容］

 調査検討内容の説明

 本調査で実施する特長的な試験のデモ

① 情報伝達に必要な受信評価（受信評価３相当を実聴、意見徴収）

② １局のみが送信する場合、受信評価３を満足する電界強度

③ ２局が送信する場合、希望波の受信評価３を満足するD/U

④ シミュレーションサンプル：所要電界強度60dBμVの2局間フリンジ距離

⑤ タイムシェア運用の実演
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2 試験デモの概要

① 情報伝達に必要な受信評価（受信評価３相当を実聴、意見徴収）

（１） 音声品質と受信評価の確認

（２） ステレオとモノラルの聞こえ方の確認

② １局のみが送信する場合、受信評価３を満足する電界強度

（１） 電界強度の変化による受信評価の変化（送信電力を変化させる）

（２） 受信機による違い

③ ２局が送信する場合、希望波の受信評価３を満足するD/U

（１） D/Uの変化による受信状況変化（それぞれの局の送信電力を変化させる）

（２） 受信機による違い

④ シミュレーションサンプル：所要電界強度60dBμVの2局間フリンジ距離

(1) ２局間で所要D/Uを満足する場合のフリンジ間の距離シミュレーション

⑤ タイムシェア運用の実演

実験試験局その１

サービスエリア

受信確認
ポイント

実験試験局その２

図．実験試験局の送信イメージ 図．フィールドでの受信確認イメージ
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3 実施場所について

 複数の自治体間で放送区域が重なる場所（混信が発生するポイント）を想定
 電波伝搬試験の結果を踏まえ、特長や傾向を確認できる地点で試験

図．足立区と北区から送信時のD/U分布図

条件：空中線電力 足立区30W
北区20W

地理院タイルを加工して作成

凡例
D/U [dB]

送信（空中線電力） 送受間の距離
（ｋｍ）

電界強度(計算値）
（dBμV/m）

想定D/U
（ｄB）

足立区（30W） 2 76.9
12.9

北区（20W） 6 64

● 足立区生涯学習センター
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4 タイムスケジュール

時間 内容

10：0０ 集合（足立区生涯学習センター）

10:0０～10:１5 ・試験概要説明

10:２０～11:20 ① 情報伝達に必要な受信評価（受信評価３相当を実聴、意見徴収）

② １局のみが送信する場合、受信評価３を満足する電界強度

③ ２局が送信する場合、希望波の受信評価３を満足するD/U

④ シミュレーションサンプル：所要電界強度60dBμVの2局間フリンジ距離

⑤ タイムシェア運用の実演

11:30～12:00 質疑

1２:００ 解散

※時間・内容の詳細については変更の可能性がございます。



5

5 案内図

図．公開試験実施場所

● 足立区生涯学習センター
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